
№
選出
区分

氏　　　　名 選出団体名等 状態 氏　　　　名 選出団体名等
選出
区分

№

1 高
タカ

　橋
ハシ

　幸
ユキ

　裕
ヒロ

公立大学法人　山梨県立大学 継続 高
タカ

　橋
ハシ

　幸
ユキ

　裕
ヒロ

公立大学法人　山梨県立大学 1

2 種
タネ

　子
コ

　幸
ユキ

　奈
ナ

弁護士法人　川越法律事務所 継続 種
タネ

　子
コ

　幸
ユキ

　奈
ナ

弁護士法人　川越法律事務所 2

3 阿
ア

　部
ベ

　浩
ヒロ

　一
カズ

社会福祉法人　川越にじの会 継続 阿
ア

　部
ベ

　浩
ヒロ

　一
カズ

社会福祉法人　川越にじの会 3

4 内
ウチ

　山
ヤマ

　智
トモ

　裕
ヒロ

社会福祉法人　けやきの郷 継続 内
ウチ

　山
ヤマ

　智
トモ

　裕
ヒロ

社会福祉法人　けやきの郷 4

5 樫
カシ

　村
ムラ

　千
チ

　寛
ヒロ

特定非営利活動法人　サポートあおい 継続 樫
カシ

　村
ムラ

　千
チ

　寛
ヒロ

特定非営利活動法人　サポートあおい 5

6 金
カネ

　本
モ ト

　徳
ト ク

　夫
オ

社会福祉法人　親愛会 継続 金
カネ

　本
モ ト

　徳
ト ク

　夫
オ

社会福祉法人　親愛会 6

7 小
コ

　林
バヤシ

　幸
コウ

　路
ジ

社会福祉法人　皆の郷 継続 小
コ

　林
バヤシ

　幸
コウ

　路
ジ

社会福祉法人　皆の郷 7

8 髙
タカ

　梨
ナシ

　雅
ミワ

　子
コ

社会福祉法人　川越市社会福祉協議会 変更 佐
サ

　藤
トウ

　遼
リョウ

　平
ヘイ

社会福祉法人　川越市社会福祉協議会 8

9 原
ハラ

　　恭
キョウ

　子
コ

障害者就業・生活支援センターかわごえ 継続 原
ハラ

　　恭
キョウ

　子
コ

障害者就業・生活支援センターかわごえ 9

10 水
ミズ

　見
ミ

　哲
テツ

　也
ヤ

社会福祉法人　ともいき会 継続 水
ミズ

　見
ミ

　哲
テツ

　也
ヤ

社会福祉法人　ともいき会 10

11 湯
ユ

　宮
ミヤ

　薫
カオル

社会福祉法人　ハッピーネット 継続 湯
ユ

　宮
ミヤ

　薫
カオル

社会福祉法人　ハッピーネット 11

12 木
キ

　村
ムラ

　智
チエ

　美
ミ

川越手をつなぐ育成会 継続 木
キ

　村
ムラ

　智
チエ

　美
ミ

川越手をつなぐ育成会 12

13 中
ナカ

　根
ネ

　祐
ユウ

　紀
キ

特定非営利活動法人サポートあおい（ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾀｰ） 継続 中
ナカ

　根
ネ

　祐
ユウ

　紀
キ

特定非営利活動法人サポートあおい（ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾀｰ） 13

14 野
ノ

　沢
ザワ

　桂
ケイ

　子
コ

川越市やまぶき会 継続 野
ノ

　沢
ザワ

　桂
ケイ

　子
コ

川越市やまぶき会 14

15 溝
ミ ゾ

　井
イ

　啓
ヒロ

　子
コ

チューリップ親の会 継続 溝
ミ ゾ

　井
イ

　啓
ヒロ

　子
コ

チューリップ親の会 15

16 原
ハラ

　田
ダ

　健
ケン

　汰
タ

埼玉県立川越特別支援学校 継続 原
ハラ

　田
ダ

　健
ケン

　汰
タ

埼玉県立川越特別支援学校 16

17 神
カン

　田
ダ

　純
ヨシ

　徳
ノ リ

川越公共職業安定所 変更 堀
ホリ

　口
グチ

　剛
ツヨシ

川越公共職業安定所 17

18 髙　𣘺　裕　次
タカ ハシ ユウ ジ

川越市立特別支援学校 変更 八
ヤ

　木
ギ

　大
ダイ

　介
スケ

川越市立特別支援学校 18

19 岩
イワ

　間
マ

　亜
ア

　希
キ

川越市保健所保健予防課 変更 恩
オン

　田
ダ

　尚
ナオ

　美
ミ

川越市保健所保健予防課 19

20 佐
サ

　藤
トウ

　八重子
ヤ エ コ

川越市児童発達支援センター 継続 佐
サ

　藤
トウ

　八重子
ヤ エ コ

川越市児童発達支援センター 20

＊敬称略・選出区分ごとに５０音順 ＊敬称略・選出区分ごとに５０音順

学
識
経
験
者

学
識
経
験
者

令和７年度 川越市地域自立支援協議会 委員名簿 令和８年度 川越市地域自立支援協議会 委員名簿

変更４名
委員を依頼する期間：令和７年４月１日～令和９年３月３１日
　　※変更した委員は令和８年４月１日～令和９年３月３１日委員を依頼する期間：令和７年４月１日～令和９年３月３１日

市 市

関
係
行
政
機
関

障
害
者
団
体

社
会
福
祉
団
体

社
会
福
祉
団
体

障
害
者
団
体

関
係
行
政
機
関

資料１



№
選出
区分

氏　　　　名 選出団体名等 備考

1 高
タカ

　橋
ハシ

　幸
ユキ

　裕
ヒロ

山梨県立大学 継続

2 種
タネ

　子
コ

　幸
ユキ

　奈
ナ

弁護士法人　川越法律事務所 継続

3 阿
ア

　部
ベ

　浩
ヒロ

　一
カズ

社会福祉法人　川越にじの会 継続

4 内
ウチ

　山
ヤマ

　智
トモ

　裕
ヒロ

社会福祉法人　けやきの郷 継続

5 樫
カシ

　村
ムラ

　千
チ

　寛
ヒロ

特定非営利活動法人　サポートあおい 継続

6 金
カネ

　本
モ ト

　徳
ト ク

　夫
オ

社会福祉法人　親愛会 継続

7 小
コ

　林
バヤシ

　幸
コウ

　路
ジ

社会福祉法人　皆の郷 継続

8 佐
サ

　藤
トウ

　遼
リョウ

　平
ヘイ

社会福祉法人　川越市社会福祉協議会 新規

9 原
ハラ

　　恭
キョウ

　子
コ

障害者就業・生活支援センターかわごえ 継続

10 水
ミズ

　見
ミ

　哲
テツ

　也
ヤ

社会福祉法人　ともいき会 継続

11 湯
ユ

　宮
ミヤ

　薫
カオル

社会福祉法人　ハッピーネット 継続

12 木
キ

　村
ムラ

　智
チエ

　美
ミ

川越手をつなぐ育成会 継続

13 中
ナカ

　根
ネ

　祐
ユウ

　紀
キ 特定非営利活動法人　サポートあおい（ﾋﾟｱｻﾎﾟｰ

ﾀｰ）
継続

14 野
ノ

　沢
ザワ

　桂
ケイ

　子
コ

川越市やまぶき会 継続

15 溝
ミ ゾ

　井
イ

　啓
ヒロ

　子
コ

チューリップ親の会 継続

16 原
ハラ

　田
ダ

　健
ケン

　汰
タ

埼玉県立川越特別支援学校 継続

17 堀
ホリ

　口
グチ

　剛
ツヨシ

川越公共職業安定所 新規

18 八
ヤ

　木
ギ

　大
ダイ

　介
スケ

川越市立特別支援学校 新規

19 恩
オン

　田
ダ

　尚
ナオ

　美
ミ

川越市保健所保健予防課 新規

20 佐
サ

　藤
トウ

　八重子
ヤ エ コ

川越市児童発達支援センター 継続

川越市地域自立支援協議会　委員名簿

委員を依頼する期間：令和７年４月１日～令和９年３月３１日

＊「新規」は令和8年４月１日から変更した委員

＊敬称略・選出区分ごとに５０音順

市

関
係
行
政
機
関

障
害
者
団
体

社
会
福
祉
団
体

学
識
経
験
者

資料２



1 〇 原
ハラ

　　恭
キョウ

　子
コ

障害者就業・生活支援センターかわごえ

2 小
コ

　林
バヤシ

　幸
コウ

　路
ジ

社会福祉法人　皆の郷

3 原
ハラ

　田
ダ

　健
ケン

　汰
タ

埼玉県立川越特別支援学校

4 堀
ホリ

　口
グチ

　剛
ツヨシ

川越公共職業安定所

5 八
ヤ

　木
ギ

　大
ダイ

　介
スケ

川越市立特別支援学校

1 ○ 金
カネ

　本
モ ト

　徳
ト ク

　夫
オ

社会福祉法人　親愛会

2 阿
ア

　部
ベ

　浩
ヒロ

　一
カズ

社会福祉法人　川越にじの会

3 内
ウチ

　山
ヤマ

　智
トモ

　裕
ヒロ

社会福祉法人　けやきの郷

4 佐
サ

　藤
トウ

　遼
リョウ

　平
ヘイ

社会福祉法人　川越市社会福祉協議会

5 種
タネ

　子
コ

　幸
ユキ

　奈
ナ

弁護士法人　川越法律事務所

1 ○ 溝
ミ ゾ

　井
イ

　啓
ヒロ

　子
コ

チューリップ親の会

2 木
キ

　村
ムラ

　智
チエ

　美
ミ

川越手をつなぐ育成会

3 佐
サ

　藤
トウ

　八重子
ヤ エ コ

川越市児童発達支援センター

4 水
ミズ

　見
ミ

　哲
テツ

　也
ヤ

社会福祉法人　ともいき会

5 湯
ユ

　宮
ミヤ

　薫
カオル

社会福祉法人　ハッピーネット

1 〇 ○ 高
タカ

　橋
ハシ

　幸
ユキ

　裕
ヒロ

山梨県立大学

2 恩
オン

　田
ダ

　尚
ナオ

　美
ミ

川越市保健所　保健予防課

3 樫
カシ

　村
ムラ

　千
チ

　寛
ヒロ

特定非営利活動法人　サポートあおい

4 中
ナカ

　根
ネ

　祐
ユウ

　紀
キ 特定非営利活動法人　サポートあおい

（ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾀｰ）

5 野
ノ

　沢
ザワ

　桂
ケイ

　子
コ

川越市やまぶき会

仕
事
・
活
動
部
会

　　水沼相談員（きゃろっと）

　　名取相談員（けやき）

山田相談員（のびらか）

茂木相談員（しんあい）

虎谷相談員（ともいき）

ま
ち
づ
く
り
部
会

川越市地域自立支援協議会　専門部会別名簿

委員を依頼する期間：令和７年４月１日～令和９年３月３１日

№
専門
部会

座長 部会長 氏　　　　名 選出団体名等 委託相談支援専門員

新津相談員（しんあい）

島野相談員（ともいき）

こ
ど
も
部
会

地
域
移
行
部
会

　　宮田相談員（のびらか）

　　高橋相談員（けやき）

＊敬称略・選出区分ごとに５０音順
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令和８年度協議概要：仕事・活動部会 

 

(1) 就労支援事業所との連携強化の促進 

令和８年度第２回部会において「川越市障害者就労支援情報交換

会」を開催予定とする。なお、当該情報交換会は毎年度実施予定とす

るが、仕事活動部会による運営は令和８年度までとし、以降について

は独立した運営方法を検討する。 

  
(2) 活動に関する協議 

安定した就労の確保に当たり余暇活動に焦点を当てた協議を実施す

る。なお、協議に当たり、市内における余暇活動の現状把握及び情報共

有を進めていく。 

資料３ 
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令和８年度協議概要：まちづくり部会 

 

(1) 相談支援体制の推進に関する協議 

相談支援体制の推進に当たり、主に以下について検証又は協議を実施

する。なお、以下に未記載の相談支援体制の推進に関連する事項につい

ては、適宜、議題として調整を図る。 

〇 地域生活支援拠点の検証及び検討 

〇 相談支援専門員やグループホーム職員の専門性の向上等に関する

協議 

〇 障害者相談支援事業、障害者虐待防止対策支援事業の実績報告等 

 

 

■まちづくり部会において実施してきた「日中サービス支援型共同生

活援助の評価」については、令和８年度より以下のとおり実施を予

定する。 

 ・評価方法については、令和７年度から変更予定はない。 

 ・評価を実施する委員及び人数については変更予定とし、別途、調

整中としている。 

 ・現在の４部会に加えて、評価のための部会の設置を検討する。 

（参照）資料３_参考 日中サービス支援型共同生活援助事業所評価方法の検討 
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令和８年度協議概要：こども部会 

 

(1) 医療的ケア児の支援に関する協議 

医療的ケア児の支援ガイドブックの作成を進める。なお、ガイドブ

ックは令和８年度中の作成及び配布（配架等）を予定としている。 

（参考） 

 

 

(2) 放課後等デイサービス事業所との連携強化の推進 

相談支援連絡会において地域課題として抽出された「相談支援専門員

と放課後等デイサービス事業所との連携強化」に当たり、具体的な取組に

ついて協議を実施する。また、放課後等デイサービス及び児童発達支援の

事業所情報について、情報アクセスの向上について検討する。 
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令和８年度協議概要：地域移行部会 

 

(1) 「にも包括」に関する協議 

「にも包括」の構築プロセスの進行に当たり、具体的な取組を実施する。

（以下、取組事項） 

〇 精神障害のある方に対する支援ツールとして「（仮称）地域移行ガイ

ド」を作成する。 

〇 精神障害のある方に対する支援力向上に当たり、障害福祉サービス

事業者等を対象とした研修又は事例検討会を実施する。 
 
（参考「にも包括」の構成プロセス） 
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日中サービス支援型共同生活援助事業所 評価方法の検討 

１ 日中サービス支援型共同生活援助事業所とは 

  常時介護を要する者に対して、常時の支援体制を確保した上で行われる日

常生活上の援助又はこれに併せて行われる自立した日常生活への移行及び移

行後の定着に必要な援助を行うものです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  市内の日中サービス支援型共同生活援助事業所（令和８年４月１日時点） 

№ 法人名 事業所名 

1 医療法人社団ゆうしん 今福らしいく 

2 ソーシャルインクルー株式会社 ソーシャルインクルーホーム川越木野目 

3 ソーシャルインクルー株式会社 ソーシャルインクルーホーム川越今福 

4 株式会社 INNOVEL HEALTHCARE グループホームイノベル川越 

5 株式会社 INNOVEL HEALTHCARE グループホームイノベル川越木野目 

6 
株式会社エクラシア 

障がい者グループホーム ウェルサンライズ川越 

※【新設】R8.4.1指定 

 

２ 日中サービス支援型共同生活援助事業所の評価について 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７

年法律第１２３号）第８９条の３第１項に規定する協議会（自立支援協議

会）に対して定期的に事業の実施状況及び地域連携推進会議の報告又は第三

者評価の結果等を報告し、協議会等による評価を受けるとともに、協議会等

から必要な要望、助言等を聞く機会を設けなければならない。（指定基準第２

１３条の１０） 

 

自立支援協議会 

川越市では年に１回、自立支援協議会で書面評価を行うこととしています。 

また、年度ごとに選出した事業所には対面でのヒアリングを実施しています。 

資料３_参考 
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３ 令和７年度の実施方法について 

実施部会 まちづくり部会 

第１回まちづくり部会 

（８月７日実施） 

・評価対象事業所の確認 

・評価方法の承認 

第３回まちづくり部会 

（２月６日実施） 

・評価・ヒアリング実施 

 全５事業所 書面評価 

 うち３事業所 対面でのヒアリング 

【ヒアリング実施事業所】 

 ・ソーシャルインクルー川越今福 

 ・グループホームイノベル川越木野目 

 ・今福らしいく 

 

（参考）令和７年度実施方法 

事務局（市） 事業所 まちづくり部会 
 
①評価シート作成依頼 
 
 
④評価シート確認 
 
 
⑤評価シート送付 
 
 
⑧委員からの意見等を取
りまとめて評価案作成 
 
 
⑨まちづくり部会からの

質問を送付 
 
 
 
 

 
②評価シート作成 
 
 
③評価シート送付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩質問の回答作成 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
⑥評価シートを確認 
 
 
⑦評価シートに事業所へ

の質問や助言を記入 
 
 
 
 

（参考）評価当日 
趣旨説明 ３０分 

評価方法の説明 ５分 
委員質問への回答 ２０分  
評価案の説明 ５分     

事業所ヒアリング ３６分 
 ①ソーシャルインクルーホーム川越

今福 
入室 １分、ヒアリング１０分、退室 １分 

 ②イノベル川越木野目 入室 １分、ヒアリング１０分、退室 １分 
 ③今福らしいく 入室 １分、ヒアリング１０分、退室 １分 
事業所評価（ヒアリング）まとめ 
※全事業所退出後 

１５分  
※事業所の事務局案の修正・承認 
助言等記載事項の確認 

事業所評価（書面） １０分  

 

⑪まちづくり部会評価当日（事業所：質問回答 まちづくり部会：ヒアリング・助言・評価） 


